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日本列島付加体中の層状マンガン鉱床形成の古海洋学的意義

Stratiform manganese deposits in accretionary complexes of Japan: a paleoceanographic
formation model
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日本列島の中古生界付加体のチャートー砕屑岩シークエンス中には多くの層状マンガン鉱床が見出される．これらは，
主に三畳紀後期とジュラ紀中期と 2つの層準に見出され，層状チャート中に母岩と整合的に層状ないしレンズ状に胚胎
する．鉱床近傍では，下盤側より層状チャート，黒色頁岩，塊状チャート，マンガン鉱石，層状チャートの一連の層序が
認められる．本研究では，一連の層序，化学組成と硫黄同位体比の分布などを統一的に説明する生成モデルを構築した．
高塩分・高酸素の暖かい表層海水の停滞した深層環境への供給が鉱床の形成を引きおこしたものと考えられる．


